








































官民協働による里親ショートステイの全市展開

●生活保護又は児童扶養手当受給世帯のうち、

小５～中３の子どもの保護者に電子クーポンを

交付し、習い事費用を助成（令和４年７月～）

※対象となる子どもの数：約8,000人

●保護者が自宅等にいながらシステム操作可能。

教室での操作不要＝対象者（経済的事情のある

家庭であること）が周囲に分からない。

子ども習い事応援事業 （習い事費用助成）

●里親支援NPO２団体（SOS子どもの村、キーアセット）に里親ショートステイの実施（調整・送迎･支援・支払）を委託
し、短期受入れも可能な里親75家庭でショートステイを行うことで、身近な地域での受け皿拡大が進んでいる。

●平成27年度よりSOS子どもの村・西区役所・児童相談所が協働でショートステイ里親を開拓し、令和４年度からは、
養育里親の開拓・養成・支援を委託してきたキーアセットにもショートステイ専任職員を配置し実施数が大幅に拡大。

●児童家庭支援センターであるSOS子どもの村のショートステイ実施（調整･支援等）に係る人件費の多くは民間から
の時限付きの助成金に頼っているため、フォスタリング機関以外にも「市町村連携加算」の創設が望まれる。
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新生児マススクリーニング（拡大検査）への助成

 多子・多胎による育児の負担を軽減するため、３人以上の子どもを子育て中、または多胎(双子、

三つ子など)を持つ世帯の方を対象に、子育て支援サービスが利用できる利用券を交付します。

熊本市

多子・多胎世帯子育て支援事業

 対象児（3歳未満の第3子以降または多胎児）ごとに15,000円/年 分の利用券（500円券を30枚）を交付

 対象となる子育て支援サービス：

①病児病後児保育事業、②ファミリー・サポート・センター事業、③一時預かり事業、

④産後ホームヘルプサービス事業 、⑤子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ事業）

⑥産後ケア事業

熊本大学

熊本市
熊本県
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 早期発見・治療

子どもの発達やQOL向上
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